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▽
全
町
一
斉
防
災
訓
練
に
つ
い
て

・
日
時
＝　

月
４
日
（
日
）
午
前

１０

９
時
か
ら

・
内
容
＝
避
難
訓
練
、
災
害
対
策

本
部
へ
の
報
告
、
消
防
設
備
点
検

な
ど

　

▽
土
砂
災
害
警
戒
情
報
に
つ
い
て

　

昨
年
２
月
か
ら
、
土
砂
災
害
警

戒
情
報
の
気
象
警
報
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。
大
雨
警
報
の
発
令
後
、

更
に
大
雨
が
続
き
、
土
砂
災
害
が

発
生
す
る
危
険
が
高
ま
っ
た
時
に

発
令
さ
れ
ま
す
。

　

危
険
な
状
況
と
思
わ
れ
る
と
き

は
、
避
難
勧
告
・
指
示
が
出
て
い

な
く
て
も
、
自
主
避
難
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
避
難
す
る
時
は

役
場
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
自
治
会
長
会
議
を
開
き
ま
し
た

　５月１２日、平成２１年度自治会長会議を町役場で開きました。

　町内の自治会長と町関係者らが出席し、町の取り組みなどについ

て、各課からの説明が行われました。

　主な説明内容について紹介します。

総
務
課
か
ら

▽
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放

送
に
つ
い
て

　

平
成　

年
７
月
の
地
上
デ
ジ
タ

２３

ル
放
送
完
全
移
行
ま
で
、
あ
と
２

年
余
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
共
聴

施
設
な
ど
、
受
信
環
境
の
整
っ
て

い
な
い
地
域
へ
は
、
国
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ

が
支
援
し
て
い
ま
す
。
役
場
企
画

政
策
課
で
は
、
そ
れ
ら
の
連
絡
調

整
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

▽
町
営
バ
ス
の
利
用
に
つ
い
て

　

現
在
、
板
井
原
・
真
住
線
、
奥

渡
線
、
菅
福
線
と
根
雨
宿
・
病
院

線
の
４
路
線
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
さ
れ
た
運
賃
は
す
べ
て
町

の
収
入
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

▽
生
き
い
き
「
ひ
の
」
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
「
ジ
ゲ
自
慢
コ
ー
ナ
ー
」

　
　

月　

・　

日
開
催
の
、
生
き

１０

２４

２５

い
き
「
ひ
の
」
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

の
中
に
、「
ジ
ゲ
自
慢
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
け
ま
す
。
地
域
産
物
の
即

売
・
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

企
画
政
策
課
か
ら

▽
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

　

メ
キ
シ
コ
で
発
生
し
た
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
、
現
在
、
国
内

で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

予
防
に
は
、
外
出
時
の
マ
ス
ク

着
用
や
、
手
洗
い
、
う
が
い
な
ど

が
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
病

院
に
行
く
前
に
、
西
部
総
合
事
務

所
福
祉
保
健
局 
発
熱
相
談
セ
ン

タ
ー
（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
５

３１

８
０
０
）
ま
で
相
談
く
だ
さ
い
。

 

▽
ぽ
か
ぽ
か
教
室
に
つ
い
て

　

介
護
予
防
教
室
「
ぽ
か
ぽ
か
教

室
」
は
、
お
お
む
ね　

歳
以
上
で

６５

５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、

職
員
が
出
向
い
て
開
い
て
い
ま
す
。

　

開
催
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

健
康
福
祉
課
（
電
話　

‐
０
３
３

７２

４
）
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
課
か
ら

▽
鵜
の
池
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

・
日
時
＝
７
月　

日
（
日
）
午
前

２６

　

時
開
会
式
、
午
前　

時　

分
ス

１０

１０

３０

タ
ー
ト

・
会
場
＝
鵜
の
池
湖
畔
コ
ー
ス

　

今
回
か
ら
コ
ー
ス
を
見
直
し
、

２
・
３
㌔
コ
ー
ス
に
加
え
、
５
㌔

と　

㌔
コ
ー
ス
を
新
設
し
ま
し
た
。

１０

　

ま
た
、
Ｄ
ｏ
・
ス
ポ
ー
ツ
の
協

力
に
よ
り
、
招
待
選
手
と
し
て
、

マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
・
タ
レ
ン
ト

の
谷
川
真
理
さ
ん
も
参
加
し
ま
す
。

　

町
内
の
特
産
物
な
ど
の
バ
ザ
ー

や
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

▽
町
民
体
育
祭
に
つ
い
て

・
日
時
＝
９
月　

日
（
日
）
午
前

２７

９
時
か
ら

・
会
場
＝
根
雨
地
区
大
会
…
根
雨

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
黒
坂
地
区

大
会
…
黒
坂
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

今
回
は
、
町
制　

周
年
で
も
あ

５０

り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
参

加
し
や
す
い
種
目
も
取
り
入
れ
て

行
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
参
加
く
だ

さ
い
。

　

▽
出
前
公
民
館
に
つ
い
て

　

町
公
民
館
で
は
、
各
地
域
に
出

向
い
て
、
講
座
な
ど
の
活
動
を
皆

さ
ん
と
一
緒
に
気
軽
に
学
び
あ
う

機
会
を
つ
く
る
、「
出
前
公
民
館
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
出
前
行
政
講
座
や
公

民
館
講
座
な
ど
、
皆
さ
ん
に
身
近

な
も
の
を
考
え
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
町
公
民
館
（
電
話　

‐
０

７４

２
１
２
）
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

教
育
委
員
会
か
ら
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産
業
振
興
課
か
ら

▽
不
法
投
棄
防
止
・

　

環
境
美
化
運
動
に
つ
い
て

　

ご
み
の
不
法
投
棄
を
防
ぐ
た
め
、

県
で
は
「
空
き
缶
等
の
散
乱
の
防

止
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、

環
境
美
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

大
型
の
不
燃
ご
み
な
ど
で
、
放

置
場
所
が
個
人
の
所
有
地
で
も
、

廃
棄
物
の
不
適
正
処
理
と
し
て
処

罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
不
法
投
棄
の
監
視
強

化
と
啓
発
に
努
め
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
全
町
一
斉
ク
リ
ー
ン
作

戦
を
、
今
年
度
は
９
月
か
ら　

月
１１

中
に
、
各
自
治
会
の
都
合
の
良
い

日
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　

▽
ご
み
の
分
別
収
集
に
つ
い
て

　

今
年
度
か
ら
「
軟
質
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
」
の
分
別
収
集
を
始
め
ま

し
た
。

　

収
集
し
た
軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

は
工
場
の
燃
料
と
し
て
再
利
用
さ

れ
ま
す
。
地
球
温
暖
化
防
止
や
資

源
の
有
効
利
用
の
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
自
治
会
な
ど
に
出
か

け
、
ご
み
の
分
別
方
法
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

希
望
の
団
体
は
、
役
場
産
業
振
興

課
（
電
話　

‐
２
１
０
１
）
ま
で

７２

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

▽
橋
の
点
検
・
修
繕
に
つ
い
て

　

今
年
度
、
町
内
の　

㍍
未
満
の

１５

橋
の
点
検
と
修
繕
を
行
い
ま
す
。

点
検
は
６
月
ま
で
、
修
繕
工
事
は

点
検
後
に
行
う
予
定
で
す
。

　

▽
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排

　

水
の
加
入
促
進
に
つ
い
て

　

公
共
下
水
道
と
農
業
集
落
排
水

に
つ
い
て
は
、
整
備
が
完
了
し
ま

し
た
。

　

該
当
地
区
の
皆
さ
ん
に
は
、
順

次
接
続
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

未
接
続
の
世
帯
へ
の
普
及
に
努
め

ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

▽
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

　

に
つ
い
て

　

今
年
度
も
引
き
続
き
合
併
処
理

浄
化
槽
設
置
に
対
す
る
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。
現
在
、
要
望
の
と

り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
産
業
振
興
課
（
電
話　

‐
７２

２
１
０
１
）
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

■場　所　鵜の池湖畔 ( 雨天決行 )
■受　付　午前８時３０分～午前１０時
■開会式　午前１０時～
■スタート　午前１０時３０分～
■特別参加　谷川真理さん（マラソンランナー･タレント）
■参加料　一般２,０００円、高校生１,０００円、
　　　　　中学生以下およびファンラン（Ｒ）クラス５００円
　　　　　※町内の小・中学生は無料
■申込方法　申込用紙に参加料を添えて、教
　　　　　育委員会または町公民館までお
　　　　　申込みください（申込用紙は教育
　　　　　  委員会、町公民館にあります）
　　　　　　▽Ｒクラスのみ当日受付可
　　　　　 （この場合参加料無料、参加賞なし）
■申込期限　６月２６日 (金 )当日消印有効
■問合せ　町教育委員会内 
　　　　  鵜の池マラソン実行委員会
　　　　　　　　　　　(電話７２‐２１０７)

▼
応
募
要
領　

①
町
内
で
、
お
お
む
ね
５
年
以
内
に

撮
影
さ
れ
た
風
景
写
真
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
加

工
さ
れ
て
い
な
い
も
の
）
※
作
品
は
、
後
日
す
べ
て

返
却
し
ま
す

②
サ
イ
ズ
は
、
２
Ｌ
以
上
四
切
（
Ａ
４
）
ま
で
の
プ

リ
ン
ト
（
百
景
に
選
ば
れ
た
作
品
は
、
フ
ィ
ル
ム
ま

た
は
デ
ー
タ
を
提
出
い
た
だ
き
ま
す
）

③
作
品
の
裏
面
に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
撮

影
場
所
・
撮
影
日
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

▼
締
め
切
り　

平
成　

年
９
月　

日
（
水
）

２１

３０

▼
作
品
提
出
・
問
合
せ　

役
場
企
画
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
電
話　

‐
０
３
３
２
）

７２
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★カラスなどの被害には
　網などで対策を
　

　最近、カラスやネコなどの動物がごみ袋
を破り、ごみが散乱していることがありま
す。ごみの散乱は、景観も悪く、収集作業に
も時間がかかります。
　根雨や黒坂の軒先収集など、露天にごみ
を出される人は、網（防鳥ネットなど）でご
み袋を覆って被害を防いでください。
　

　　
　★ごみの収集日に注意しましょう
　

　　祝日が多い月は、通常の可燃ごみの収集日を、全町の収 
    集日に変更している場合があります。
 　 各家庭に配布している「ごみ収集カレンダー」をよく確

　　　  認いただき、きちんとごみを出してください。

き
れ
い
で
快
適
な
環
境
を
つ
く
る
た
め
、

町
で
は
、
７
月
を
「
氏
名
記
入
強
化
月
間
」
と
し
て
、

ご
み
袋
に
必
ず
氏
名
を
書
い
て
い
た
だ
く
運
動
を
行
い
ま
す
。

氏
名
が
書
か
れ
て
い
な
い
ご
み
袋
は
原
則
と
し
て
収
集
し
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳しくはこちらまでお問合せください

役場産業振興課　生活環境係（電話７２‐２１０１）

各ごみ袋の「氏名」欄に、
氏名または事業所名を
油性ペンなどではっきり
記入してください
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　６月から、道路交通法の一部改正により、危険運転致死傷や
酒酔い運転などによる免許取消処分の欠格期間（取消後、免許を
再取得できない期間）が、最長５年から１０年に延長されました。
　また、酒気帯び運転の行政処分点数も引き上げられました。

　　　▼行政処分強化の概要

　

■
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

　

全
国
の
自
治
体
が
発
行
し
た
広
報
紙
を
審
査
す
る
、
平
成

　

年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
が
、
５
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

２１
　

そ
の
結
果
、
広
報
写
真
の
部
（
一
枚
写
真
）
に
出
品
し
た

「
広
報
ひ
の 
平
成　

年
５
月
号
」
の
表
紙
（
右
写
真
）
が
入

２０

選
し
ま
し
た
。

　
「
広
報
ひ
の
」
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
現
場
の
空
気
が
伝
わ
る

よ
う
な
「
生
き
た
写
真
」
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も

取
材
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

免許取り消し期間が最長１０年に

飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
。

「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
る
な
ら
飲
む
な
」
の
徹
底
を
。

酒酔い運転
現在（６月から）改正前（～５月まで）

免許取消（欠格期間３年）
さらに一方的な不注意で死亡事故を起こすと欠格期間７年

ひき逃げを伴う場合は欠格期間１０年

酒気帯び運転（呼気１㍑中のアルコール濃度が０.２５ミリグラム以上）
現在（６月から）改正前（～５月まで）

免許取消（欠格期間２年）
さらに一方的な不注意で死亡事故を起こすと欠格期間５年

ひき逃げを伴う場合は欠格期間１０年

酒気帯び運転（呼気１㍑ 中のアルコール濃度が０.１５ミリグラム以上、０.２５ミリグラム未満）
現在（６月から）改正前（～５月まで）

免許停止（９０日間）
さらに一方的な不注意で人身事故を起こすと免許取消（欠格期間１年）
ひき逃げを伴う場合は免許取消（欠格期間６年）
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６
月
か
ら
の
ア
ユ
漁
解
禁
に
先
駆
け
、

町
水
産
振
興
連
合
会
（
生
田
正
明
会
長
）
主

催
の
、
ひ
の
っ
こ
保
育
所
年
長
児　

人
に

２２

よ
る
ア
ユ
放
流
が
、
５
月　

日
、
黒
坂
カ
ワ

１５

コ
ふ
れ
あ
い
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
連
合
会
の
生
田
会
長
が
、

「
今
日
は
皆
さ
ん
に
、
７
㌢

く
ら
い
の
大

き
さ
に
育
て
た
稚
ア
ユ
を
放
流
し
て
も
ら

い
ま
す
。
７
月
に
は
、
保
育
所
プ
ー
ル
で

の
ア
ユ
つ
か
み
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、

楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
園
児
ら
は
、
バ
ケ
ツ
に
入
っ
た
稚
ア

ユ
を
川
岸
か
ら
一
斉
に
放
流
、「
元
気
に
大

き
く
な
っ
て
ね
」
な
ど
と
声
を
か
け
な
が
ら

見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

大
き
く
な
れ
と
声
か
け
て

　

サ
ツ
キ
や
盆
栽
の
愛
好
者
が
丹
精
し
て

育
て
た
作
品
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
る
、
町

制　

周
年
記
念
第　

回
日
野
町
さ
つ
き
ま

５０

３７

つ
り
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
、
５
月　
２６

日
か
ら　

日
ま
で
の
３
日
間
、
山
村
開
発

２８

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
色
と
り
ど
り
に
花
開
い
た

サ
ツ
キ
、
見
事
な
枝
ぶ
り
の
盆
栽
な
ど
が

並
び
、
来
場
者
は
出
来
栄
え
に
感
心
し
な

が
ら
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
サ
ツ
キ
や
山
野
草
が
当
た
る
抽

選
会
や
、
サ
ツ
キ
の
育
て
方
の
講
習
会
も

行
わ
れ
る
な
ど
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
、
来
場

者
に
も
好
評
で
し
た
。

■
受
賞
者
（
最
優
秀
賞
の
み
掲
載
） 

さ
つ

き
の
部
＝
（
銘
木
の
部
）
中
田
将
さ
ん
（
金

持
）
盆
栽
の
部
＝
塚
本
正
夫
さ
ん
（
舟
場
）

見
事
な
出
来
栄
え
に
感
心

　

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
活
躍
し
た
、

貝
原
出
身
の
文
芸
評
論
家
、
生
田
長
江

を
紹
介
す
る
看
板
が
、
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
前
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
内
外
の
人
に
長
江
の
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
生
田
長
江

顕
彰
会 
白
つ
つ
じ
の
会
（
河
中
信
孝
会

長
）
が
企
画
し
た
も
の
。
設
置
は
町
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
、
根

雨
駅
か
ら
も
見
え
る
位
置
に
建
て
ら
れ

ま
し
た
。

　

５
月　

日
に
行
わ
れ
た
除
幕
式
で
、

１４

河
中
会
長
は
「
皆
さ
ん
の
力
で
立
派
な

看
板
が
で
き
ま
し
た
。
町
の
文
化
活
動

が
ま
す
ま
す
発
展
す
る
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

偉
人
の
業
績
知
っ
て

町内の長江ゆかりの地などを紹介

元気なアユに興味津々

広報ひの ２００９年６月号

作品に見入る来場者

ジュリアンさん（写真奥）を囲んで和やかなひととき

　

春
か
ら
日
野
町
に
赴
任
し
た
、
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
英
語
指
導
助
手
）
の
ジ
ュ
リ
ア
ン
・

フ
ォ
ー
ニ
ー
さ
ん
（
ア
メ
リ
カ
出
身
）
を
温

か
く
迎
え
よ
う
と
、
日
野
国
際
交
流
協
会

（
小
谷
博
徳
会
長
）
の
会
員
ら
に
よ
る
歓
迎

会
が
、
５
月　

日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
か

２６

れ
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
の
は
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
さ
ん
と

会
員
ら
合
わ
せ
て　

人
。

１７

　

ジ
ュ
リ
ア
ン
さ
ん
は
、「
日
野
町
は
静
か

な
と
て
も
い
い
所
で
、
英
会
話
を
教
え
て

い
る
子
ど
も
た
ち
も
い
い
子
た
ち
ば
か
り
。

今
日
は
招
い
て
い
た
だ
い
て
う
れ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
お
互
い
に
日
本
の
こ
と
や

ア
メ
リ
カ
の
こ
と
な
ど
質
問
し
な
が
ら
交

流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

よ
う
こ
そ
日
野
町
へ
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滝
山
振
興
に
役
立
て
て

　

町
制　

周
年
を
記
念
し
、
６
月
８

５０

日
、
黒
坂
地
区
商
工
振
興
会
（
長
尾
敏

久
会
長
）
が
、
日
野
町
へ　

万
円
を
寄

５５

付
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
い
た
だ
い
た
寄
付
を
、
滝

山
公
園
へ
の
植
樹
な
ど
、
滝
山
の
観

光
振
興
に
使
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。小黒さん（右）からデザインのアドバイス

木
の
温
も
り
生
か
し
て

　

６
月
５
日
、
小
学
６
年
生
を
対
象
に
、

木
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
出
前
教
室
が
、

根
雨
小
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

組
み
木
作
家
の
小
黒
三
郎
さ
ん
（
倉

敷
市
）
を
講
師
に
、
動
物
の
親
子
を

テ
ー
マ
に
し
た
組
み
木
の
デ
ザ
イ
ン
と

製
作
を
行
い
ま
し
た
。

出来上がった児童の作品は、６月末まで図書館で展示しています

　

旧
日
野
町
青
年
の
家
を
利
用
し
て
設
立

さ
れ
た
真
住
公
民
館
（
山
川
茂
樹
館
長
）
の

玄
関
に
、
５
月　

日
、
看
板
が
設
置
さ
れ
ま

３１

し
た
。

　

こ
れ
は
、
公
民
館
設
立
１
周
年
を
記
念

し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
生
田
哲
也
さ
ん

（
三
土
）
が
ヒ
ノ
キ
を
加
工
し
、
町
が
筆
を

入
れ
た
手
作
り
。

　

山
川
館
長
は
、「
公
民
館
を
設
立
し
て
か

ら
の
１
年
間
、
真
住
地
区
の
文
化
祭
、
運
動

会
や
ぽ
か
ぽ
か
教
室
な
ど
の
事
業
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
の
拠
点
と
し

て
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま

し
た
。

町長を迎え取り付け作業

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
拠
点
に

　

町
内
の
文
化
団
体
に
よ
る
作
品
を
一
同

に
展
示
す
る
、
町
文
化
団
体
連
絡
協
議
会

（
植
木
正
枝
会
長
）
主
催
の
、
町
制　

周
年

５０

記
念 
第
６
回
日
野
町
文
化
展
が
、
６
月
６

日
か
ら
９
日
ま
で
の
４
日
間
、
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
多
く
の
入
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
水
墨
画
や
書
道
、
ち
ぎ
り
絵
、

写
真
、
陶
芸
、
石
こ
け
し
な
ど
の
各
グ
ル
ー

プ
の
展
示
に
加
え
、
特
別
参
加
の
個
人
の

絵
画
な
ど
、
計
１
４
０
点
余
り
の
力
作
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
見
事
な
出
来
栄
え

に
感
心
し
な
が
ら
見
入
り
、
出
品
者
に
見

ど
こ
ろ
を
尋
ね
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

１
４
０
点
の
力
作
を
展
示見事な書や絵画、陶芸などが並ぶ

　

町
内
の
文
化
団
体
に
よ
る
作
品
を
一
同

に
展
示
す
る
、
町
文
化
団
体
連
絡
協
議
会

（
植
木
正
枝
会
長
）
主
催
の
、
町
制　

周
年

５０

記
念 
第
６
回
日
野
町
文
化
展
が
、
６
月
６

日
か
ら
９
日
ま
で
の
４
日
間
、
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
多
く
の
入
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
水
墨
画
や
書
道
、
ち
ぎ
り
絵
、

写
真
、
陶
芸
、
石
こ
け
し
な
ど
の
各
グ
ル
ー

プ
の
展
示
に
加
え
、
特
別
参
加
の
個
人
の

絵
画
な
ど
、
計
１
４
０
点
余
り
の
力
作
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
見
事
な
出
来
栄
え

に
感
心
し
な
が
ら
見
入
り
、
出
品
者
に
見

ど
こ
ろ
を
尋
ね
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
、
町
制　

周
年
記
念
第
７
回

５０

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
「
歌
え
金
管
五
重
奏
」

が
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
中
国
電
力
吹
奏
楽
団
か
ら
、
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
ホ
ル
ン
な
ど
の
金
管
楽
器

を
演
奏
す
る
、

 
BrassCats

 

の
５
人
の
メ
ン

ブ
ラ
ス　

キ
ャ
ッ
ツ

バ
ー
が
出
演
。
ジ
ャ
ズ
や
シ
ャ
ン
ソ
ン
な

ど
の
、
な
じ
み
深
い
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

客
席
に
は
多
く
の
観
客
が
詰
め
掛
け
、

金
管
楽
器
だ
け
の
珍
し
い
編
成
で
の
演
奏

に
、
静
か
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
野
中
学
校
吹
奏
楽
部
も
特
別

出
演
し
、
数
曲
を
合
同
で
演
奏
、
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

日野中吹奏楽部と迫力の演奏を聞かせる

金
管
楽
器
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
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町
財
政
な
ど
を
考
慮
し

審
議
重
ね
る

　

町
内
在
住
の
８
人
の
委
員
で

構
成
さ
れ
た
審
議
会
で
は
、
国
内

の
経
済
状
況
や
、
町
の
財
政
推
計

な
ど
、
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
経

営
環
境
を
考
え
な
が
ら
審
議
を

重
ね
、
５
月　

日
、
景
山
町
長
へ

２６

答
申
し
ま
し
た
。

▽
答
申
内
容
（
要
旨
）

　

水
道
事
業
の
経
営
健
全
化
の

た
め
に
は
、
水
道
料
金
の
改
定
は

必
要
な
状
況
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

景
気
の
低
迷
や
少
子
高
齢
化
な

ど
の
昨
今
の
状
況
か
ら
、
改
定
は

当
分
見
送
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

な
お
、
今
後
は
給
水
人
口
の
減

少
に
伴
い
、
水
道
料
金
の
減
収
も

想
定
さ
れ
る
。

　

町
に
お
い
て
は
、
年
度
ご
と
の

経
営
状
況
を
把
握
・
検
討
し
、
料

金
を
改
定
す
る
べ
き
時
期
に
は
、

事
業
の
仕
組
み
や
必
要
性
な
ど

に
つ
い
て
水
道
利
用
者
の
理
解

と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
広
報

を
行
う
と
共
に
、
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
努
め
て
ほ
し
い
。

　

広報ひの ２００９年６月号

 　
　

　
　
　
　

健
康
福
祉
課 
管
理
栄
養
士　

長
谷
川　
　

遥

 

「まちの皆さんの栄養指導など
を担当します。ここは高齢者の
方が元気で、声を掛けてくだささ
るのでうれしいです。まだ覚え
ることがたくさんありますが、皆
さんに『食』について考えていた
だく力になりたいと思っていま
すので、よろしくお願いします」

水
道
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

▽
町
上
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
が
答
申

　

町
で
は
、
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
上
水

道
事
業
の
将
来
に
わ
た
り
、
安
定
･
自
立
し
た
財

政
運
営
を
進
め
る
た
め
、
日
野
町
上
下
水
道
事
業

運
営
審
議
会
（
長
尾
宏
道
会
長
）
へ
、
昨
年　

月
に

１２

諮
問
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
審
議
会
か
ら
上
水
道
の
運
営
に
つ

い
て
の
答
申
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日時　６月２７日(土 )午後２時～午後３時５０分

会場　とりぎん文化会館 第１会議室

内容　講師の奥山和弘さん（静岡県掛川西高校副

　　　校長）による講演会

入場　参加無料

主催　鳥取県男女共同参画センター「よりん彩」

協力　鳥取県男女共同参画をすすめるネットワーク

問合せ　よりん彩 ( 電話０８５８‐２３‐３９０１)

共同参画時代の自分磨きセミナー① 
男女共同参画週間事業

「 だてら」に「 泣き」
６月２３日～２９日は男女共同参画週間です。
男性と女性が、職場で、学校で、地域で、
家庭で、それぞれの個性と能力を発揮でき
る「男女共同参画社会」。
私たちの回りの男女のパートナーシップに
ついて、この機会に考えてみませんか

答申内容を読み上げる長尾会長
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まちの介護予防だより　連載⑫
　

役場健康福祉課（電話７２‐０３３４） のロココとダラカ
介
護
予
防

　

こ
ん
に
ち
は
。
日
野
病
院
の
井
上
和
興
と

申
し
ま
す
。
１
年
間
鳥
取
大
学
で
糖
尿
病
の

研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
年
度
よ
り
、

ま
た
日
野
病
院
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
日
野
町
で
の
暮

ら
し
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
、「
コ
ー
チ
ン
グ
」
と
い
う
も
の
を
日

野
病
院
の
み
ん
な
で
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。

　

コ
ー
チ
ン
グ
と
は
、
相
手
の
可
能
性
を
信

じ
、
自
発
的
に
思
考
・
行
動
を
促
し
な
が
ら
、

目
標
達
成
・
自
己
成
長
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
で
す
。
そ

の
中
の
「
未
完
了
」
と
い
う
考
え
方
を
紹
介

し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
家
庭
、
仕
事
、
学
校
な
ど
生
活

の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
目
標
を
立
て
る
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
目
標
達
成
の

障
害
と
な
る
ひ
と
つ
の
原
因
に
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
漏
れ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

漏
れ
の
主
な
原
因
は
、「
気
が
か
り
」
で
す
。

　
「
気
が
か
り
」
な
こ
と
が
あ
る
と
、
そ
こ
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
費
さ
れ
、
本
来
目
標
達
成

に
向
け
て
使
い
た
い
力
が
漏
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

例
え
ば
、「
妻
に
謝
ろ
う
と
思
い
な
が
ら

謝
っ
て
い
な
い
」・「
机
の
上
を
整
理
し
よ
う

と
思
っ
て
い
な
が
ら
出
来
て
い
な
い
」・「
食

事
制
限
を
や
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
や
っ
て
い

な
い
」
な
ど
な
ど
。

　

こ
の
よ
う
な
「
気
が
か
り
」
の
こ
と
を
、

コ
ー
チ
ン
グ
で
は
「
未
完
了
」
と
呼
び
ま
す
。

　

小
さ
い
も
の
か
ら
大
き
な
も
の
ま
で
、
未

完
了
は
確
実
に
私
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

奪
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
は
未
完
了
を
抱
え
た
ま

ま
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
未
完
了
な
状
態
で
は
、
私
た

ち
の
行
動
は
重
く
な
り
ま
す
。
逆
に
、
完
了

す
る
と
ス
ッ
キ
リ
感
が
得
ら
れ
て
、
生
活
に

一
段
と
意
欲
が
わ
い
て
き
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
私
は
今
ま
で
朝
に
ひ
げ
を
そ

ろ
う
と
思
っ
て
い
な
が
ら
出
来
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
毎
朝
ひ
げ
を
そ
る
こ
と
か
ら
一
日

を
始
め
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ま
ず
身
の
回
り
の
小
さ
な
「
気

が
か
り
」
か
ら
完
了
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

広報ひの ２００９年６月号

理学療法士の田中先生 ( 左 ) が、私の師匠の足立先生（右 : 後
姿で申し訳ありません ) からコーチングを受けている光景です

閉
じ
こ
も
り
の
サ
イ
ン
に
要
注
意

　

一
日
の
行
動
範
囲
の
ほ
と
ん
ど

が
家
の
中
や
庭
先
ぐ
ら
い
で
、
こ

の
状
態
が
一
週
間
続
く
と
「
閉
じ

こ
も
り
」
の
サ
イ
ン
で
す
。

　

「
閉
じ
こ
も
り
」
は
、
知
ら
な
い

う
ち
に
体
力
や
心
肺
機
能
を
低
下

さ
せ
、
転
び
や
す
く
な
っ
た
り
、

め
ま
い
を
起
こ
し
た
り
、
疲
れ
や

す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
外
か
ら
の
刺
激
が
少
な

く
な
り
、
ぼ
ん
や
り
す
る
こ
と
が

多
く
な
っ
た
り
、
ひ
ど
い
物
忘
れ

を
起
こ
す
要
因
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
態
が
続
く
と
、

日
常
の
活
動
さ
え
も
難
し
く
な
り
、

寝
た
き
り
や
認
知
症
に
つ
な
が
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。

お
出
か
け
の
達
人
は

閉
じ
こ
も
り
予
防

　　

閉
じ
こ
も
り
を
予
防
す
る
た
め

に
、
外
に
出
る
楽
し
み
を
見
つ
け

て
、
お
出
か
け
の
達
人
に
な
り
ま

し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
散
歩
に
出
か
け
る
こ

と
で
四
季
を
肌
で
感
じ
た
り
、
地

域
の
活
動
や
催
し
に
参
加
す
る
こ

と
で
刺
激
を
受
け
た
り
と
、
日
常

が
活
性
化
さ
れ
、
生
活
の
質
が
高

ま
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
自
身
の

健
康
維
持
や
生
き
が
い
づ
く
り
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

趣
味
や
活
動
の
輪
を
広
げ
、
楽

し
い
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

閉じこもり危険度チェック
 　　　「はい」と思う項目を
　　　チェックしてみましょう
 

活動
□１週間に１回以上は外出している
□運動などで体を動かしている
□出かけることが好き
□趣味や楽しみがある
 

生活
□１日３食バランスを考えて食べている
□何か興味や関心がある
□家庭内での役割がある
□お金の管理を自分でしている
□おしゃれに気を配っている
 

社会
□相談相手がいる
□地域の催しや活動に参加している
□人と話す機会がよくある
□世の中のニュースに関心がある
　

□にチェックはいくつありましたか？
「はい」を増やしていくことが大切です

再確認

「
気
が
か
り
」
な
こ
と

　
　
　
　
　
　
   

～
人
生
心
が
け
次
第
～

 　
　
　
　
  

日
野
病
院 
内
科
医
師　

井
上 
和
興
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 町　長　景山　享弘

 
ひ
の
っ
こ
保
育
所

所
長　
　

長
谷
川
真
由
美

所
長
補
佐   

音
田
真
理
子

所
長
補
佐   
田
貝　

陽
子

主
任
保
育
士　

寺
本
か
を
り

主
任
保
育
士　

宇
田
川
三
枝

主
任
保
育
士　

音
田　

浩
子

現
業
主
事　

西
村　

和
美

現
業
主
事　

多
賀
え
り
子

嘱
託　
　

荒
木　

一
恵

嘱
託　
　

加
藤　

文
子

嘱
託　
　

砂
流　

愛
香

嘱
託　
　

谷
口　

正
美

嘱
託　
　

長
尾　

美
香

嘱
託　
　

宮
田　

直
美

（兼）＝兼務　（併）＝併任町長部局 電話 ７２‐０３４０

電
話  　

‐
０
２
３
８

７２

議    会

局
長　
　

長
谷
川
弘
信

書
記
（
併
）

池
田　

俊
弘

書
記
（
併
）

﨏
川　

和
之

嘱
託　
　

木
村　

久
美

農業委員会

局
長
（
併
）　 
柴
田　

孝
志

係
長
（
併
）   
矢
田
貝
慎
一

主
事　
　
　
  

中
田　

早
文

議
会
事
務
局

農
業
委
員
会
事
務
局

電
話 　

‐
２
１
０
３

７２

電
話  　

‐
０
３
３
５

７２

日野病院組合

派
遣　
　
　

渡
部　

裕
之

電
話 　

‐
０
３
５
１

７２

平成 21 年６月１日現在の役場の機構を紹介します

主
任　
　

三
好　

達
也

主
事　
　

入
沢　

真
人

主
事　
　

矢
田
貝
亮
一

課長　妹尾　秀博

電話 ７２‐０３３２

政
策
企
画
・
総
合
計
画
・
過
疎
計
画

条
例
・
規
則
・
土
地
利
用

広
域
行
政
・
情
報
政
策

広
報
広
聴
・
行
政
無
線
・
国
際
交
流

男
女
共
同
参
画
・
統
計

交
通
安
全
・
交
通
政
策
・
町
営
バ
ス

 
企
画
政
策
係

 
情
報
政
策
係

係
長
（
兼
）  
妹
尾　

秀
博

係
長　
　
　
  
﨏
川　

和
之

 
人
事
庶
務
係

 
財
政
係

 
防
災
係

人
事
・
庶
務

職
員
福
利
・
庁
舎
管
理
・
財
政

財
産
管
理
・
選
挙
・
消
防

防
災
・
水
防

 
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

係
長　
　
　
  
遠
藤　

律
子

係
長 　
　
　
 

池
田　

俊
弘

係
長　
　
　
  
吉
原　

敏
治

課長　山形　克彦

 
自
立
政
策
推
進
本
部

副
本
部
長  　
　

山
形　

克
彦

電話 ７２‐０３３１

所
長 
（
兼
）　

山
形　

克
彦
（
利
用
申
込
み
は
住
民
課
ま
で
）

主
事　
　

吉
川　

理
恵

主
事　
　

神
崎　
　

猛

主
事　
　

小
川
由
美
子

主
事　
　

湯
原　

愛
子

嘱
託　
　

山
川　

洋
介

総　務　課

主
任　
　

荒
木　

憲
男

主
任　
　

音
田
雄
一
郎

主
事　
　

瀬
崎　

将
太

町
税
の
賦
課
徴
収

税
外
諸
収
入
の
徴
収

固
定
資
産
税
評
価

戸
籍
・
住
民
登
録
・
印
鑑
証
明

埋
火
葬
許
可
・
国
民
年
金

課長 ( 兼 )    﨏川　正文
課長補佐　石田　信広

電話 ７２‐０３３３

住　民　課

 
戸
籍
住
民
係

 
税
務
係

係
長 　
　
　
 
後
藤　

一
則

係
長　
　
　
  
伊
田　

喜
浩

主
任　
　

住
田　

秀
樹

技
師　
　

生
田　

安
彦

主
事　
　

山
県　
　

実

農
業
振
興
・
畜
産
振
興
・
水
産
業
振
興

林
業
振
興
・
森
林
保
全
・
鳥
獣
保
護　

町
有
林
管
理
農
林
道
開
設
・
地
籍
調
査

治
山
・
農
林
道
災
害
復
旧

 
商
工
観
光
係

係
長　
　
　
  

矢
田
貝
慎
一

 
農
林
振
興
係

係
長
（
兼
） 

稲
田　

正
純

主
任　
　

生
田　

直
子

主
任　
　

景
山　

政
之

主
事　
　

伊
田　

達
彦

保
健
師　

渡
辺　

江
理

管
理
栄
養
士　

長
谷
川　

遥

嘱
託　
　

山
形
美
由
紀

高
齢
者
福
祉
・
障
害
者
福
祉

母
子
福
祉
・
健
康
対
策

住
民
検
診
・
墓
地
・
国
保

老
人
医
療
・
特
別
医
療

後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険

児
童
福
祉
お
よ
び
保
育
所

日
野
病
院
組
合

健康福祉課

課長　　　山形　知博
課長補佐　音田　　充
課長補佐　滝田美紀子

電話 ７２‐０３３４

 
福
祉
係

 
健
康
対
策
係

 
保
険
医
療
係

 
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

 
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

係
長
（
兼
）　

音
田　
　

充

係
長
（
兼
）  
山
形　

祐
子

所
長　
　
　
  

山
形　

祐
子

所
長
（
兼
）  
山
形　

祐
子

 
保
健
衛
生
係

係
長　
　
　
  

生
田　

季
香

係
長　
　
 　
 

田
貝　

嘉
彦

企画政策課
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所
長
・
館
長
（
併
）　

川
上　

博
史　
　

指　

導　

員 　
　
　

中
原　

千
鶴
・
谷
口　

清
子　
　

生
活
相
談
員　

西
村　

千
秋

 
黒
坂
支
所

戸
籍
・
住
民
登
録
・
印
鑑
証
明

埋
火
葬
許
可
・
金
銭
出
納

 
出
納
室

主
事　
  　
　

頭
本　

敏
仁 

金
銭
・
物
品
出
納

 
総
務
学
事
係

 
人
権
同
和
教
育
推
進
係

 
生
涯
学
習
係

主
任　
　

佐
々
木
竜
也

主
事　
　

谷
口　

理
恵

人
権
教
育
推
進
員  

西
村
さ
つ
み

学
校
教
育
・
生
涯
学
習
・
社
会
教
育　

社
会
体
育
・
人
権
同
和
教
育

人
権
啓
発
・
下
榎
隣
保
館
運
営

 
文
化
セ
ン
タ
ー

係
長　
　
　
  
音
田　

初
志

自
主
事
業
企
画
運
営
・
ホ
ー
ル
貸
出
し

文
化
振
興
・
文
化
財
保
護

 
図
書
館

係
長
（
兼
）　

松
田　

暢
子

嘱
託　
　

秋
葉　

陽
子

嘱
託　
　

山
川　

愛
子

図
書
貸
出
し
・
参
考
業
務

読
書
推
進
･
児
童
サ
ー
ビ
ス
・
展
示

 
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

館
長
（
兼
） 

山
本　

武
史

嘱
託　
　
　

山
川　

茂
樹

学
校
栄
養
主
任　
　

妹
尾　

里
江

 
町
公
民
館

主
事　
　
　
　

吉
原　

尚
志

主
事　
　
　
　

安
井　

麻
美

公
民
館
活
動
・
グ
ル
ー
プ
活
動
・
成
人
教
育

女
性
教
育
・
青
少
年
育
成
・
高
齢
者
教
育

 教育長　山本　武史

教育委員会部局

会
計
管
理
者   
﨏
川　

正
文　
　

電
話 　

‐
２
１
０
４

７２

所
長 　
　
 
松
田　

暢
子

館
長
（
兼
） 

松
田　

暢
子

所
長
（
兼
） 

頭
本
み
ど
り

電話  ７２‐２１０６

館
長
（
嘱
託
）　

長
谷
川　

司

係
長　
　
　
  
音
田　
　

守

係
長　
　
　
  
飛
田　

朋
伸

係
長
（
兼
）　

飛
田　

朋
伸

支
所
長
（
併
）
山
形　

克
彦　
　
　

電
話 　

‐
０
２
１
１

７４

電話 ７２‐２１０７
課長　頭本みどり

電
話 　

‐
１
３
０
０

７２

電
話 　

‐
０
２
１
２

７４
人
権
セ
ン
タ
ー

所
長
（
嘱
託
） 

川
上　

博
史

電
話 　

‐
１
１
９
１

７２

嘱
託　
　

広
川　

恵
子

嘱
託　
　

加
藤　

明
美

嘱
託　
　

足
立　

祐
子

 
下
榎
集
会
所
・
隣
保
館

 
歴
史
民
俗
資
料
館

主
事
（
併
）　

吉
原　

尚
志

主
事
（
併
）　

安
井　

麻
美

教育委員会事務局

 
文
化
振
興
係

 
図
書
係

電
話　

‐
１
１
６
７

７２
 

小
・
中
学
校

主
事
（
併
）

中
田　

早
文

主
事　
　

稲
田
い
ず
み

現
業
主
事　

石
田　

三
成

現
業
主
事　

小
谷　
　

勉

環
境
美
化
・
ご
み
処
理
・
し
尿
処
理

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

簡
易
水
道
・
公
共
下
水
道
・
除
雪

農
業
集
落
排
水
・
町
営
住
宅

改
良
住
宅
・
町
道
新
設
、
維
持

砂
防
・
河
川
・
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

商
工
観
光
・
雇
用
・
企
業
誘
致

課長　　　柴田　孝志
課長補佐　中田　康介
課長補佐　稲田　正純

電話 ７２‐２１０１

産業振興課

 
生
活
環
境
係

 
上
下
水
道
係

係
長
（
兼
）  
中
田　

康
介

係
長
（
兼
）  
柴
田　

孝
志

 
日
野
中
学
校

 
根
雨
小
学
校

 
黒
坂
小
学
校

電
話  　

‐
０
４
０
９

７４

電
話  　

‐
０
０
４
９

７２

電
話  　

‐
０
１
０
１

７２
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給
与
の
源
泉
所
得
税
の

納
付
期
限
を
お
忘
れ
な
く

　

給
料
・
賞
与
に
か
か
る
源
泉
所

得
税
の
納
付
期
限
は
次
の
と
お
り

で
す
。

毎
月
納
付
の
人　

平
成　

年
６
月

２１

支
給
分
…
納
付
期
限
＝
７
月　

日
１０

（
金
）

納
期
特
例
の
人　

平
成　

年
１
月

２１

～
６
月
支
給
分
…
納
付
期
限
＝
７

月　

日
（
金
）

１０
※
納
付
す
べ
き
税
額
が
な
い
場
合

で
も
、
給
与
な
ど
の
支
払
が
あ
れ

ば
、
納
付
書
を
作
成
の
う
え
、
税

務
署
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

家
屋
・
土
地
の
異
動
の

届
出
に
つ
い
て

　　

家
屋
（
車
庫
・
物
置
な
ど
も
含

む
）
を
取
り
壊
し
た
り
、
新
築
・

増
築
を
し
た
場
合
は
、
町
へ
の
届

出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
土
地
の
利
用
状
況
な
ど

に
変
更
（
例
＝
畑
の
一
部
を
駐
車

場
に
利
用
す
る
な
ど
）
が
あ
る
場

合
も
同
じ
く
届
出
が
必
要
で
す
の

で
、
該
当
す
る
場
合
は
役
場
住
民

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
届
出
が
さ
れ
な
い
と
、

誤
っ
た
固
定
資
産
税
が
賦
課
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
届
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

届
出
・
問
合
せ　

役
場
住
民
課　

税
務
係
（
電
話　

‐
０
３
３
３
）

７２

税
務
職
員
募
集

　

国
税
庁
で
は
、
次
の
と
お
り
税

務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日

６３

～
平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

人試
験
の
程
度　

高
校
卒
業
程
度

申
込
期
間　

６
月　

日
（
火
）
～

２３

６
月　

日
（
火
）

３０

※
申
込
書
は
な
る
べ
く
郵
送
（
簡

易
書
留
）
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

申
込
先　

第
１
次
試
験
地
を
担
当

す
る
人
事
院
各
地
方
事
務
局

第
１
次
試
験　

９
月
６
日
（
日
）

第
１
次
試
験
合
格
発
表　
　

月
８

１０

日
（
木
）

第
２
次
試
験　
　

月　

日
（
木
）

１０

１５

～　

月　

日
（
木
）
ま
で
の
間
の

１０

２２

指
定
す
る
日

最
終
合
格
発
表　
　

月　

日
（
水
）

１１

１１

受
験
申
込
書
な
ど
の
請
求
・
問
合

せ　

広
島
国
税
局
総
務
部
人
事
第

二
課
試
験
研
修
係
（
〒
７
３
０
‐

８
５
２
１　

広
島
市
中
区
上
八
丁

堀
６
‐　

、
電
話
０
８
２
‐
２
２

３０

１
‐
９
２
１
１
）
ま
た
は
、
米
子

税
務
署
総
務
課
（
電
話
０
８
５
９
‐

　

‐
４
１
２
１
）
ま
で

３２介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

受
講
試
験

試
験
日　
　

月　

日
（
日
）

１０

２５

会
場　

西
部
＝
鳥
取
大
学
医
学
部
、

中
部
＝
倉
吉
体
育
文
化
会
館
、
東

部
＝
県
立
福
祉
人
材
研
修
セ
ン

タ
ー

受
験
申
込
受
付　

７
月
１
日
（
水
）

～
７
月　

日
（
金
）
ま
で

３１

申
込
先　

県
立
福
祉
人
材
研
修
セ

ン
タ
ー
（
鳥
取
市
伏
野
）

申
込
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

（
郵
送
の
場
合
、
７
月　

日
消
印

３１

有
効
）

受
験
案
内
・
申
込
書
配
布　

６
月

　

日
（
火
）
か
ら
、
役
場
健
康
福

２３祉
課
で
配
布
し
ま
す

問
合
せ　

県
社
会
福
祉
協
議
会

（
電
話
０
８
５
７
‐　

‐
６
３
３

５９

６
）

広報ひの ２００９年６月号

【
臨
時
会
】

▼
議
案
①　

日
野
町
教
育
委
員
会

事
務
部
局
職
員
の
人
事
に
つ
い
て

＝
６
月
１
日
付
の
人
事
異
動
を
承

認
し
ま
し
た
。

　

【
第
6
回
委
員
会
】

議
案
①　

平
成　

年
度
日
野
町
一

２１

般
会
計
補
正
予
算
書
の
提
出
に
つ

い
て
＝
６
月
議
会
に
提
出
す
る
今

年
度
予
算
の
補
正
に
つ
い
て
審
議

し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
①
小
中
学
校
の
学
力

向
上
支
援
事
業
に
か
か
る
経
費
の

追
加
、
②
小
学
校
英
語
活
動
経
費

の
追
加
、
③
中
学
校
少
人
数
学
級

協
力
金
の
皆
減
、
④
中
学
校
運
動

部
活
動
外
部
指
導
者
謝
金
の
追
加
、

⑤
歴
史
民
俗
資
料
館
外
回
廊
支
柱

修
繕
、
⑥
人
権
啓
発
活
動
委
託
事

業
費
の
追
加
な
ど
で
す
。

■
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議

ご協力お願いします

事業者の皆さんへ

６月中に、調査員が調査

票を持って、町内の各事

業所を訪問します。

調査票が届いたら、「調査

票の記入のしかた」をご覧

いただき、もれなく記入

してください。
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〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１４８４

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://tosyo.town.hino.tottori.jp

E-mail　hinotosyo@book.town.hino.tottori.jp

広報ひの ２００９年６月号

●木のおもちゃづくり
７月１９日（日）９ :３０～１２:００

場所：図書館車庫
■組み木のパズルなど（要材料費）

●図書館おはなし会
７月２５日（土）１０：００～
場所：図書館絵本コーナー

■夏休みに楽しむ本、おはなし、　
　わらべうたなど（参加無料）

●サイエンスアカデミー講座
７月２５日（土）１０：３０～
場所：図書館郷土資料コーナー

■テーマ：「集団発生する感染症と
　対策」
■講師：堀井俊伸さん（鳥大付属
　病院）

７月１日 ( 水 ) ～３０日 ( 木 )

●町歴史研修会公開講座
７月１６日（木）１０：００～

場所：山村開発センター
■テーマ：「たたら資料について」
　講師：川上護さん

これからのホールイベント

／２８（日）

６

／１９（日）

７

／２５（土）

７

合唱団おしどりたち
　

練習場所　町文化センター
練習日時　月３回（月曜日）
　　　　　２０：００～２１：３０
内　　容　童謡、叙情歌など
連　絡　先　長尾光貴さん ( 電
　　　　　話０９０‐１１８４‐７４７８)
　　　　　または文化センター
　　　　　　（電話７２‐１３００）

コーラスグループ・アザレア
　

練習場所　町公民館
練習日時　第２・第４水曜日
　　　　　２０：００～２１：００
内　　容　童謡、ポピュラー、
　　　　　金子みすゞ作品など
連　絡　先　鳥居敏子さん
　　　　　　( 電話７４‐０８５４)



砂
像
の
迫
力
に
感
動

▼
お
し
ど
り
学
園
町
外
研
修

14

　

５
月　

日
、
お
し
ど
り
学
園
の

１９

町
外
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
め
っ
た
に
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
砂
像
を
見
学
に
、
鳥

取
市
で
の
「
世
界
砂
像
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
に
行
き
ま
し
た
。
世

界　

カ
国
か
ら
参
加
の
、
高
さ
８

１０
メ
ー
ト
ル
、
幅　

メ
ー
ト
ル
の
メ

３０

イ
ン
砂
像
や
、
高
さ
６
メ
ー
ト
ル
、

幅　

メ
ー
ト
ル
の
砂
像
が　

体

１０

１０

あ
り
、
雄
大
か
つ
繊
細
な
砂
像
の

世
界
に
学
園
生
は
感
動
し
て
い

ま
し
た
。

　

砂
像
の
テ
ー
マ
は
「
世
界
の
童

話
」
で
、
ア
リ
と
キ
リ
ギ
リ
ス
、

白
雪
姫
な
ど
多
く
の
人
が
知
っ

て
い
る
物
語
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

作
ら
れ
た
大
き
な
砂
像
を
見
上

げ
、
全
て
が
砂
で
出
来
て
い
る
こ

と
に
感
心
し
ま
し
た
。
当
日
は

天
気
も
よ
く
、
歩
き
疲
れ
る
学
園

生
も
い
ま
し
た
が
、
し
っ
か
り
と

心
に
刻
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鳥
取
県
立
博
物
館
に
も

足
を
運
び
ま
し
た
。

　

恐
竜
の
世
界
や
、
県
内
の
淡
水

魚
・
海
水
魚
や
動
物
の
は
く
製
な

ど
が
所
狭
し
と
展
示
さ
れ
、
生
態

を
詳
し
く
研
修
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
時
間
が
足
り
ず
心

残
り
の
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

 
一
緒
に
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か

　　

お
し
ど
り
学
園
で
は
、
身
近
な

行
政
の
話
や
、
生
涯
学
習
の
き
っ

か
け
づ
く
り
と
な
る
内
容
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

年
齢
関
係
な
く
、
ど
な
た
で
も

自
由
に
来
て
い
た
だ
け
ま
す
。

学
び
た
い
内
容
が
あ
れ
ば
、
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
当
日
参

加
も
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
１
回
で
も
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
、
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
問
合
せ
は
、
町
公
民
館
（
電

話　

‐
０
２
１
２
）
ま
で

７４

出
前
公
民
館
の

ご
案
内

 

町
公
民
館
で
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
学
習
講
座
を
つ
く
る
「
出

前
公
民
館
」
を
行
い
ま
す
。

　

出
前
公
民
館
は
・
・
・

★
誰
で
も
Ｏ
Ｋ 
（
自
治
会
、
老
人

ク
ラ
ブ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
）

★
ど
こ
で
も
Ｏ
Ｋ
（
希
望
す
る

場
所
で
開
催
）

★
い
つ
で
も
Ｏ
Ｋ
（
希
望
す
る

日
程
で
開
催
）

 
活
動
メ
ニ
ュ
ー
の
例
で
す
。

★
出
前
行
政
講
座

　

町
の
仕
事
、
事
業
内
容
、
各

種
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、
気
軽

に
楽
し
く
学
び
あ
い
ま
し
ょ
う

★
出
前
体
験
講
座

　

色
々
な
体
験
学
習
講
座
を
実

施
。
地
域
で
生
か
す
た
め
に
、

一
緒
に
企
画
し
ま
し
ょ
う

　

申
込
み
・
問
合
せ
は
、
町
公
民
館

（
電
話　

‐
０
２
１
２
）
ま
で

７４

広報ひの ２００９年６月号

参加者で記念撮影 個性的な砂像の数々を展示

行ってきました出前公民館
 

　４月１５日、真住公民館
で映画鑑賞を行いました。
昭和５２年に奥渡で撮影さ
れた「八つ墓村」を観賞し、
昔話に花が咲きました。　
　また、景山町長による、
町政についての講演もあ
り、参加した皆さんは熱
心に聞き入っていました。
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子どもと地域の大人の交流
　

～居場所づくり事業開催中～
　

「地域の子どもは地域で育てる」　現在、根雨小学校と黒坂小
学校に地域の大人が訪問し、子どもたちと交流を深めています。
　第１・３水曜日が根雨小学校、第２・４水曜日が黒坂小学校
です。
　各小学校の地域の大人が、放課後に多目的教室で、けん玉や
将棋、折り紙、オセロなどをして一緒になって楽しんでいます。
　子どもたちも、この日を楽しみに待っています。皆さんも一
緒に子どもたちと触れ合い、元気をもらいましょう。
★将棋やお手玉など、昔遊びの道具が不足しています。お持ち
の遊び道具を持参して一緒になって触れ合っていただける人
を募集しています。決して教える立場ではありません。子ど
もたちとの交流が目的です。
　時間は、午後３時から午後４時３０分までです。問合せは町
公民館 ( 電話７４‐０２１２) までどうぞ。

地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す

　　

町
地
域
防
犯
・
生
活
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
協
議
会
（
通
称
青
パ
ト
）

で
は
、
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
を

不
審
者
か
ら
守
る
パ
ト
ロ
ー
ル

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
車
で
町

内
を
回
っ
て
く
だ
さ
る
人
、
下
校

時
に
通
学
路
に
立
っ
て
く
だ
さ

る
人
な
ど
、
活
動
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く

り
と
い
う
同
じ
目
的
を
持
っ
て

い
ま
す
。
不
審
者
に
よ
る
事
件

を
未
然
に
防
ぎ
、
全
町
・
各
地
区

で
、
多
く
の
会
員
の
力
で
、
安

全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
を
し
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る

人
は
、
協
議
会
事
務
局
（
町
公
民

館　

‐
０
２
１
２
）
ま
で
ご
連
絡

７４
く
だ
さ
い
。

青
パ
ト
会
員
募
集
中

広報ひの ２００９年６月号

ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
で
、

心
と
身
体
を
健
康
に

 

▽
公
民
館
活
動
紹
介
「
ひ
だ
ま
り
グ
ル
ー
プ 
太
極
拳
」

活　
動　
日　
　

月
１
回
（
講
師
有
）
月
１
～
２
回
（
自
主
練
習
）

講　
　

師　
　

日
中
友
好
協
会
米
子
支
部　

事
務
局
長　

新
庄
裕
子
さ
ん

活
動
内
容　
　

太
極
拳
の
練
習
。

　
　
　
　
　
　

毎
月
１
回
練
習
し
て
い
ま
す
が
、

　
　
　
　
　
　

練
習
日
は
講
師
の
都
合
に
よ
り
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　

月
１
～
２
回
の
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
「
簡
化　

式
」
と
「
功
夫
扇
」
に
現
在
挑
戦
中
で
す
。

２４

▽
参
加
し
て
み
た
い
方
は
、
気
軽
に
公
民
館
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

５
月
７
日
、
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
平
成　

年
度
日

２１

野
町
青
少
年
育
成
会
総
会
を
開

き
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
事
業
報
告
・
決
算

２０

の
承
認
を
受
け
、
平
成　

年
度
活

２１

動
方
針
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
の
夏
休
み
・

冬
休
み
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
の

継
続
実
施
、
高
校
生
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
さ
わ
や
か
運
動
へ
の
参
加
、
携

帯
電
話
有
害
情
報
閲
覧
防
止

（
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
）
の
推
進
、

家
庭
の
日
の
推
進
な
ど
に
力
を

入
れ
て
一
年
活
動
す
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
役
員
改
選
の
年

で
あ
り
、
会
長
に
生
田
英
明
さ
ん

（
日
野
町
教
育
委
員
長
）、
副
会

長
に
森
田
順
子
さ
ん
（
日
野
更
生

保
護
女
性
会
日
野
町
代
表
）
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

活
動
方
針
な
ど
協
議

▽
町
青
少
年
育
成
会
総
会

　　家族みんながそろって、

　　ともにうちとけた楽しい会話や

　　気持ちのよい汗を流すなど、

　　家族団らんの一日を

　　過ごしましょう。
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が
く
し
ゅ
う
こ
う
ざ
よ

て

い

あ 

も
の

が
つ

に
ち 

ど

ご

ご
 

じ

ろ
う
じ
ん 
い
こ
い 

い
え 

こ

う

し

あ
だ
ち

と
し
こ

い 

ば
な

そ
う
げ
つ
り
ゅ
う

に
ち

か

ぷ
ん

し
も
え
の
き
し
ゅ
う
か
い
し
ょ

い
く
た

き
よ
こ

は
な
だ
い

と
う
げ
い

か
い

か

ぷ
ん

し
も
え
の
き
し
ゅ
う
か
い
し
ょ

つ
か
も
と 
ま

さ

お

に
っ
て
い 

へ
ん
こ
う 

く
わ 

し
も
え
の
き
り
ん
ぽ
か
ん

じ

か

ん
 

よ

て

い

ち
ょ
う
み
ん

さ

ん

か

き

が

る

７ 月 １０ 日 から８月９日は
がつ か 「 部落  解放  月間 」

ぶらく かいほう げっかん

　

　 部落  解放月間 は、｢ 同和  対策事業  特別  措置法 」が 施行 さ
ぶらく かいほうげっかん どうわ たいさくじぎょう とくべつ そ ち ほう せこう

れた 昭和 ４４ 年 ７ 月 １０ 日 を 記念 して、 鳥取県 が 翌年 の 昭 
しょうわ ねん がつ か きねん とっとりけん よくねん しょう

 和 ４５ 年 に 制定 しました。
わ ねん せいてい

　 期間中 、 県内 では、 県民  一人一人 が同和 問題 を 正 しく
きかんちゅう けんない けんみん ひとりひとり もんだい ただ

 理解 し、 認識 を 深 めていただくよう、 講演会 や 研修会 な
りかい にんしき ふか こうえんかい けんしゅうかい

ど、さまざまな 啓発活動 が行われます。
けいはつかつどう

　 下榎  隣保館 では、 毎年 『 部落  解放  人権  尊重標語 』を 皆 
しもえのき りん ぽ かん まいとし ぶらく かいほう じんけん そんちょうひょうご みな

さんから 応募 いただき、 入選作品 をお 知 らせしています。
おうぼ にゅうせんさくひん し

　 今年 の入選作品は、 来月号 でお知らせしますので、 楽 
ことし らいげつごう たの

しみにしておいてください。今年 応募 できなかった 人 は、
おうぼ ひと

ぜひ 来年 応募してみてください。
らいねん

 人権啓発 パネル 展 も行います
じんけんけいはつ てん

啓発パネル「 人 の 値 うち」「人権 感覚  度 チェック」を、
ひと ね かんかく ど

 次 の 会場 で 展示 します。
つぎ かいじょう てんじ

【７ 月 １０ 日 ～２０ 日 ： 下榎集会所 】【７月２１ 日 ～３１ 日 ：
がつ か か しもえのきしゅうかいしょ にち にち

 町公民館 】【８月 １日 ～９ 日 ： 町図書館 】
ちょうこうみんかん ついたち か ちょうとしょかん

　
 

本
年
度 
の 
榎 
の 
実  
学
習
会 
の 
開 

ほ
ん
ね
ん
ど 

え 

み 

が
く
し
ゅ
う
か
い 

か
い

 
講
式 
が
、
５ 
月 　
 

日 
に 
開 
か
れ
ま

こ
う
し
き 

が
つ 

に
ち 

ひ
ら

１２

し
た
。

　

式
に
は
、 
小
学
生 　
 

人 
と
、

し
ょ
う
が
く
せ
い 

に
ん

２１

 
中
学
生 　

人
、 

小
中
学
校 
の 
先
生 

ち
ゅ
う
が
く
せ
い 

し
ょ
う
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う 

せ
ん
せ
い

１１

 
方 
、 

自
治  
会
長 
や 
保
護  
者 
の
ほ
か
、

が
た 

じ　

ち 

か
い
ち
ょ
う 

ほ　

ご 

し
ゃ

 
教
育  
委
員
会 
と 
隣
保
館  
職
員 
が 
出 

き
ょ
う
い
く 

い
い
ん　

か
い 

り
ん 

ぽ 

か
ん 
し
ょ
く
い
ん 

し
ゅ
っ

 
席 
し
、
そ
れ
ぞ
れ 
激
励 
の 
言
葉 
を

せ
き 

げ
き
れ
い 

こ
と
ば

 
児
童  
生
徒 
に 
送 
り
ま
し
た
。

じ
ど
う 

せ
い
と 

お
く

　

ま
た
、
児
童
生
徒
の 
代
表 
が
、

だ
い
ひ
ょ
う

１ 
年
間 
の 
目
標 
や
、 
休 
ま
ず
学
習

ね
ん
か
ん 

も
く
ひ
ょ
う 

や
す

会
に 
参
加 
す
る
な
ど
の 
決
意 
を 
発 

さ
ん
か 

け
つ 

い 

は
っ

 
表 
し
ま
し
た
。

ぴ
ょ
う

　
 

新 
し
く
榎
の
実
学
習
会
の 
仲
間 

あ
た
ら 

な
か 

ま

と
な
る
１ 
年
生 
５
人
は
、 
自
己  
紹 

ね
ん
せ
い 

じ　

こ 

し
ょ
う

 
介 
を
し
て
、
か
わ
い
い 
笑
顔 
を
ふ

か
い 

え　

が
お

り
ま
い
て
い
ま
し
た
。

▽
榎
の
実
学
習
会
は
、
２
月
ま

で
の 
間 
、
中
学
生
が 
毎
週  
木
曜 

あ
い
だ 

ま
い
し
ゅ
う 

も
く
よ
う

 
日 
に
、
小
学
生
は
毎
週 
火 
曜
日

び 

か

に 
開 
き
ま
す
。

ひ
ら

 
榎 
の 
実  
学
習
会  
開
講
式 

え 

み 

が
く
し
ゅ
う
か
い 

か
い
こ
う
し
き

広報ひの ２００９年６月号

今年も元気に学習を

　

５ 
月  
９
日 
と　

が
つ 

こ
こ
の
か

 
日 に

ち

の
２ 
回 
、 

下 

か
い 

し
も

１６

 
榎
集
会
所 
で
、
ク
レ
イ
フ
ラ
ワ
ー

え
の
き
し
ゅ
う
か
い
し
ょ

 
教
室 
を 
開 
き
ま
し
た
。

き
ょ
う
し
つ 

ひ
ら

　
 

今
回 
は
、 

米
子
市 
の 
妹
尾  
仁
津 

こ
ん
か
い 

よ
な 

ご 

し 

せ
の
お 

に　

つ

 
美 
さ
ん
の 
指
導 
で
、
ド
ク
ダ
ミ 
草 

み 

し
ど
う 

そ
う

を 
作 
り
ま
し
た
。

つ
く

　

今
回
の 
参
加
者 
は
、 

初 
め
て
ク

さ
ん 

か 

し
ゃ 

は
じ

レ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
作
る
と
い
う 
人 ひ

と

が 
多 
く
、 
本
物 
そ
っ
く
り
の 
見
本 

お
お 

ほ
ん
も
の 

み 

ほ
ん

に 
驚 
い
て
い
ま
し
た
。

お
ど
ろ

　

１ 
回
目 
は 
形 
を 
作 
っ
て 
乾
燥 
さ

か
い 

め 

か
た
ち 

つ
く 

か
ん
そ
う

せ
、
２
回
目
に 
色
付 
け
を
し
て 
完 

い
ろ 

づ 

か
ん

 
成 
さ
せ
ま
し
た
。

せ
い

　

「
な
か
な
か 
上
手 
に
で
き
た
の

じ
ょ
う
ず

で
、 

次 
は 
少 
し 
背
伸 
び
を
し
て
、

つ
ぎ 

す
こ 

せ　

の

 
大 
き
め
の 
作
品 
に 
挑
戦 
し
た
い
」

お
お 

さ
く
ひ
ん 

ち
ょ
う
せ
ん

と 
意
気
込 
む
参
加
者
も
い
ま
し
た
。

い　

き　

ご

　

こ
れ
ま
で
に
作
っ
た
作
品
の 
見 み

 
本 
を
、 

隣
保
館 
・
集
会
所
に 
展
示 

ほ
ん 

り
ん 

ぽ 

か
ん 

て
ん
じ

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご 
覧 
く

ら
ん

だ
さ
い
。

ク
レ
イ
フ
ラ
ワ
ー 
教
室 

き
ょ
う
し
つ丁寧に色付け



新
役
員
が
決
定

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　　

役
員
の
任
期
満
了
（
２
年
）
に

伴
い
、
次
の
と
お
り
新
役
員
が
決

ま
り
ま
し
た
。

▽
会
長
＝
景
山
享
弘
（
日
野
町
長
）

▽
副
会
長
＝
佐
々
木
秀
明
（
町
議

会
議
長
）、
西
村
正
満
（
部
落
解
放

同
盟
下
榎
支
部
長
）

▽
監
事
＝
山
川
洋
介
（
町
民
生
児

童
委
員
）、
長
谷
川
百
子
（
町
農
業

委
員
）

【
行
政
部
会
】
▽
部
会
長
＝
矢
田

貝
勝
（
町
民
生
児
童
委
員
会
長
）

▽
副
部
会
長
＝
大
谷
芳
徳
（
日
野

総
合
事
務
所
長
）

【
地
域
社
会
部
会
】
▽
部
会
長
＝

田
貝
英
雄
（
根
雨
２
区
自
治
会
長
）

▽
副
部
会
長
＝
柴
田
滋
（
町
公
民

館
運
営
審
議
会
委
員
）

【
企
業
部
会
】
▽
部
会
長
＝
青
砥

昭
雄
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
）

▽
副
部
会
長
＝
加
藤
和
臣
（
Ｊ
Ａ

鳥
取
西
部
農
協
日
野
支
所
長
）

【
保
学
部
会
】
▽
部
会
長
＝
手
島

千
恵
里
（
根
雨
小
学
校
長
）
▽
副

部
会
長
＝
佐
野
精
彦
（
ひ
の
っ
こ

保
育
所
保
護
者
会
長
）

【
広
報
部
会
】
▽
部
会
長
＝
森
田

勝
彦
（
町
社
会
教
育
委
員
他
）
▽

副
部
会
長
＝
長
谷
川
真
由
美
（
ひ

の
っ
こ
保
育
所
長
）

景
山
町
長
あ
い
さ
つ
（
趣
旨
）

　　

今
年
、
日
野
町
の
人
口
は
４
０

０
０
人
を
切
り
、
少
子
高
齢
化
が

い
っ
そ
う
進
ん
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
日
野
町
が
ど
の
よ
う
に
進

ん
で
い
く
か
、
み
ん
な
で
考
え
助

け
合
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
都
会
の
よ
う
に
隣
人
が

誰
だ
か
分
か
ら
な
い
の
で
は
な
く
、

自
然
や
繋
が
り
が
豊
か
な
こ
の
町

で
は
、
み
ん
な
が
手
を
取
り
合
っ

て
誰
も
が
心
豊
か
に
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
地
域
に
な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
創
っ
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は　

の
自
治
会
で
小
地

３６

域
座
談
会
が
開
催
さ
れ
、
高
齢
者

の
問
題
や
地
域
の
課
題
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、
大
変
有

意
義
で
し
た
。
ひ
と
え
に
自
治
会

長
さ
ん
の
ご
努
力
と
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

今
年
度
は
ぜ
ひ
、
全
自
治
会
で

開
催
で
き
ま
す
よ
う
皆
さ
ん
の
ご

尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
と
も
に

手
を
と
り
、
住
み
よ
い
日
野
町
を

目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

協
議
会
か
ら
の
お
願
い

　　

協
議
会
の
大
き
な
事
業
の
ひ
と

つ
は
、
小
地
域
座
談
会
の
開
催
で

す
。

　

１
０
０
人
が
暮
す
地
域
に
は
、

当
然
１
０
０
人
の
人
権
が
あ
り
ま

す
。
す
べ
て
の
人
は
「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
ど
ん
な
場
合
で
も
、

ど
ん
な
状
況
で
も
」
幸
せ
に
生
き

る
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
だ
か
ら
」「
大
人
だ
か

ら
」「
高
齢
者
だ
か
ら
」「
女
性
だ

か
ら
」「
障
害
が
あ
る
か
ら
」
と
い

う
理
由
な
ど
で
分
け
て
決
め
つ
け

た
り
、
自
ら
仕
方
な
い
こ
と
と

思
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

人
権
課
題
は
、
日
常
生
活
の
中

に
も
不
安
や
悩
み
、
困
り
ご
と
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
存
在
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
個
人
や
家
庭
の

問
題
だ
と
し
た
り
、
仕
方
な
い
こ

と
だ
と
諦
め
た
り
せ
ず
、
み
ん
な

で
話
し
合
っ
て
、
希
望
を
持
っ
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
地
域

の
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

各
自
治
会
で
開
か
れ
る
座
談
会

は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
含
め
て

話
し
合
っ
て
い
た
だ
く
場
で
す
。

積
極
的
な
開
催
と
、
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

17

２
０
０
９
年
６
月

日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
広
報
紙

希
望
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
を

広報ひの ２００９年６月号

決算案、事業計画 ･ 予算案を決定
　

　総会では、２００８年度事業報告・決算、２００９年度
事業計画案・予算案について審議・承認されました。
【２００８年度事業報告】▽小地域座談会開催（３６自
治会）▽町人権・同和教育研究集会を開催（１２月
１１日に、２４３人参加）▽小地域座談会推進員研修
会（８回、延べ１５７人参加）▽人権講座（５回、延
べ４１６人参加）▽各種研究集会・大会等への参加、
広報紙の毎月発行など
【２００８年度収支決算】▽収入総額３５７,３８７円（町
補助金ほか）▽支出総額３５７,３８７円（講師謝金、広
報紙発行、部会研修費、研究集会開催、研修会参加
費用、研修資料・器材など、事務的経費）
【２００９年度重点目標】①小地域座談会の開催、②小
地域座談会へと繋がる人権・同和教育研究集会の開
催、③部会研修および広報活動の充実、④人権講座、
交流事業の実施
【２００９年度収支予算】▽収入総額４００,１００円（町
補助金）▽支出総額４００,１００円
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届
出　

５
月　

日
～
６
月　

日   
敬
称
略

１１

１０

　

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　
（
年
齢
）　
 　
（
住
所
）

　

５
月
届
出
分

八
谷　

奕
淳　
　
　

歳　
　

下
榎

８３

入
江　

寛
一　
　
　

歳　
　

根
雨

８９

　

６
月
届
出
分

高
橋　

睦
子　
　
　

歳　
　

榎
市

７２

■全国広報コンクールでは、思いがけず入選
することができ、今まで被写体になってくだ
さった皆さんにお礼を言いたい気持ちです■
写真の中でも、広報紙の顔である表紙写真に
は、一番気を使いますね■写真といえども動
きを感じさせないとつまらないし、写真だけ
で状況がわかるものでなければ…と思いなが
ら写真を選んでいます■今月の表紙はどうで
しょうか。感想を聞かせてくださいね (i)

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

 
空
谷 
に
尼
住
む
跡
や
藤
の
花　
　
（
講
師
）
谷   　

悦
子

く
う
こ
く

　

咲
く
も
の
は
咲
き
終
へ
緑
に
沈
む
村    
安
達
つ
る
ゑ

　

谷
深
し 
老
鶯 
の
声
透
き
通
る　
　
       
荒
木　

習
子

ろ
う
お
う

　

里
帰
り
た
ら
の
芽
和
え
に
舌
つ
づ
み    
梅
林　

春
子

　

乳
母
車
に
乗
せ
ら
る
母
者
牡
丹
園　
   
勝
瀬　

京
子

　

竹
の
子
も
竹
と
な
り
た
る
風
拾
ふ　
 　

川
上　

文
子

　

図
書
館
の
イ
ン
ク
の
匂
う
薄
暑
か
な　
　

久
城　

霞
渓

　
　新

緑
や
薄
絹
の
ご
と
昼
の
月　
　
  
　   

徳
本
千
鶴
子

　 
湖 
荒
れ
て
一
艘
も
な
し

う
み

 
白
魚 
舟　
  　
  

真
壁
富
貴
枝

し
ら
を

　   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
十
音
順
）

事業主の皆さんへ  ～労働保険の年度更新を～
　

　労働保険の年度更新手続きが始まっています。
　平成２０年度の確定保険料申告、平成２１年度の概算保
険料および石綿健康被害救済法に基づく一般拠出金の
申告・納付が必要となりますので、７月１０日（金）ま
でに年度更新手続きを行ってください。
　申告書は、期間中、集合受付会場または鳥取労働局で
受付けています。
　なお、指定の認証局発行の「電子証明書」が必要です
が、申告書右側上部に印書してあるアクセスコード（８
ケタの英数字）を使うと、電子申請による申告書作成が
簡単にでき、電子納付も可能です。
集合受付会場　山村開発センター
受付日時　６月２６日（金）午前９時３０分～午後４時
問　合　せ　鳥取労働局労働保険徴収室
　　　　　　　　　　　　　　（電話０８５７‐２９‐１７０２）

ひのっこ保育所子育て支援室「おひさまひろば」
では、保育所に入所していない子どもたちを迎え、
親子で楽しく遊んでいます。毎回ボランティアの
皆さんにもお世話になっています。
▼開設日　毎週水・金曜日　午前９時～午前１１時
　　　　　金曜日は、参加者が親子で自由に利用
　　　　　いただける日です。（お茶は各自で用
　　　　　意してください）

　毎回、３組から多いときは７組の親子が参加さ
れ、友達の輪が広がっています。
■５月１日（こいのぼり作り）
　色画用紙のうろこに親子で絵を描いたり、みん
なで１枚ずつうろこを貼って、大きなこいのぼり
を作りました。泳いでいるように部屋に飾ると、
みんな見上げて拍手喝采でした。
■５月１３日（アジサイの花作り）
　障子紙を、青や紫、ピンクの水性ペンでぐるぐ
ると描いてから水でにじませて、淡い色合いのア
ジサイの花ができました。にじんだ色の偶然の面
白さに、不思議そうな子どもたちでした。
　色画用紙を折って葉を作り、部屋の白い壁に少
し早めのアジサイの花を咲かせました。
■５月２７日（アサガオとヒマワリの種まき）
　小さな手で、お母さんと一緒に小さな種をまき
ました。いつ芽が出るのか楽しみにしています。
　

　友達やお母さん、ボランティアの皆さんと一緒
に遊びましょう。保育所の友達とのリズムダンス
もあります。友達を誘って遊びに来てください。
お待ちしています。

７月の開催日
■１日 ･８日 ･１５日・２９日（水）
　中庭や園庭の散歩 ･しゃぼんだまや水遊びをします。
　カニやカエル、カタツムリやタニシなどの生き物を
　見つけましょう。濡れてもよい服装を準備ください。
　雨の日は小麦粉粘土や新聞紙などで遊びましょう。
■３日・１０日・１７日・３１日（金）＝子ども用品リサイクルデー
■２２日（水）＝図書館からのおはなし会（9:45 ～）
　親子で楽しめる手遊びや、ふれあい遊びの紹介もあ
　ります。
■２４日（金）＝保健師による育児相談（１０:３０～）
　ワンポイント育児講座もあります。

　ひのっこ保育所 ( 電話７２‐０２３８)

　　　　　役場健康福祉課（電話７２‐０３３４）

広報ひの ２００９年６月号
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ＪＵＬＹ（文月）

ねう祭り　根雨地内　午後６時～（大雨中止）土１８不燃ごみの収集日（全町）水 １
町制５０周年記念 日野川合唱フェスティバル
町文化センター　午後１時～

日１９木 ２
海の日（可燃ごみの収集は休みます）
※２１日に月曜日の地区の可燃ごみも収集月２０金 ３

全町の可燃ごみを収集します火２１土 ４
隣保館生け花講座　下榎集会所
午後７時３０分～

日 ５
軟質プラスチック、発泡スチロール、
衣類・布団の収集日 (全町 )水２２人権相談

開発センター　午後１時～午後３時
月 ６

木２３がん検診 ( 集団検診）　町公民館
※詳しくは右下をご覧ください

金２４法律相談　開発センター　午後１時～午後３時
申込み：町社会福祉協議会（７４-０３３８）７月３日〆切

火 ７
町制５０周年記念 谷川真理さん講演会
町文化センター　午後７時～（要整理券）

土２５乳児健診・ＢＣＧ予防接種　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分

町制５０周年記念 第３２回鵜の池マラソン大会
鵜の池湖畔　開会式 :午前１０時～　日２６がん検診 ( 集団検診）　開発センター

※詳しくは右下をご覧ください

月２７行政相談　開発センター　午前９時～正午水 ８

火２８資源ごみの収集日（全町）

ペットボトルの収集日（全町）水２９木 ９

木３０金１０
固定資産税２期分、国民健康保険税１期分、介護保
険料１期分、後期高齢者医療保険料１期分納期限金３１隣保館陶芸講座　下榎集会所

午後１時３０分～
土１１

隣保館編み物講座　老人憩の家　午後１時～

第６４回日野郡民総合体育大会　
主会場：日南町日１２

健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時月１３

火１４

古紙の収集日（全町）水１５

木１６

金１７
隣保館陶芸講座　下榎集会所
午後１時３０分～土１８

直
通
電
話

72‐2104出納室72‐0333住民課72‐0332企画政策課72‐0331総務課
74‐0212町公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課72‐0334健康福祉課
72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会72‐0335議会事務局 
72‐1191下榎集会所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852地域包括支援センター72‐1167学校給食センター

役場代表番号 (夜間・休日）　72‐0331

※がん検診（集団検診）の対象地区・受付時間
 ▼６日（月）…中菅、中菅中央、近江 ･畑、下 ･中 ･上
上菅、井ノ原、諏訪、漆原、下福長（受付時間＝胃がん：午
前８時～午前９時、大腸・肺がん：午前９時～午前１０時）
▼７日（火）…根雨１ ･２区、高尾、後谷、金持、板井原、
濁谷、門谷、秋縄、三土（受付時間＝胃がん：午前８時～午前
９時、大腸・肺がん：午前９時～午前１０時）

広報ひの ２００９年６月号

 

（町内の展示コーナーを紹介します）
 ■山陰合同銀行根雨支店

～７月１０日まで
７月１１日～７月１５日

７月１３日～８月１０日
■島根銀行根雨支店　

～６月３０日まで
 ■蔵美術館　 ７月上旬～８月１６日
■県西部地震展示交流センター 　

～７月２９日まで



　

ス
ズ
メ
や
ツ
バ
メ
の
可
愛
い
鳴
き
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。
黒
坂
カ
ワ
コ
公
園
の

マ
ガ
モ
は
、
カ
ラ
ス
の
襲
撃
に
必
死
で
耐
え
、

子
育
て
を
頑
張
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
自

然
界
は
本
当
に
厳
し
い
で
す
ね
。

　

北
帰
行
し
た
オ
シ
ド
リ
の
情
報
が
入
っ

て
き
ま
し
た
。
日
本
オ
シ
ド
リ
の
会
は
、
人

里
近
い
場
所
で
の
繁
殖
を
確
認
し
た
そ
う

で
す
。
札
幌
（
校
庭
）、
青
森
（
り
ん
ご
園
）、

福
井
（
田
ん
ぼ
横
）、
岩
手
（
養
魚
場
に
設

置
し
た
巣
箱
）
な
ど
で
す
。

　

私
た
ち
の
住
む
日
野
で
も
、
人
知
れ
ず
新

し
い
命
が
誕
生
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  

森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

子
育
て
真
っ
最
中

　

③

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
初
挑
戦

　　

田
植
え
も
終
わ
り
、
町
全
体
が
青
葉
に
包
ま
れ
、
大

自
然
に
囲
ま
れ
た
豊
か
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

母
な
る
川
、
日
野
川
で
は
、
６
月
１
日
か
ら
ア
ユ
漁

が
解
禁
に
な
り
、
待
ち
受
け
て
い
た
太
公
望
た
ち
が
釣

り
竿
を
並
べ
て
い
ま
す
。
特
に
、
町
内
で
釣
れ
る
ア
ユ

は
急
流
で
身
が
締
ま
り
、
西
日
本
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

味
だ
と
の
評
判
で
す
。
皆
さ
ん
も
楽
し
み
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

５
月　

日
に
は
、
大
型
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
の
日
野
川
下

３１

り
（
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
）
に
初
め
て
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

今
で
は
町
の
風
物
詩
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

３
年
前
、
当
時
の
浜
副
日
野
病
院
長
が
提
案
さ
れ
た
も

の
で
す
。
そ
の
後
、
運
営
が
町
か
ら
Ｄ
ｏ
・
ス
ポ
ー
ツ

に
替
わ
り
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
、「
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
ま
ち
日
野
町
」
が
認
知

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

参
加
し
た
感
想
は
、
ス
リ
ル
満
点
の
面
白
い
ス
ポ
ー

ツ
で
す
が
、
ま
ず
は
乗
っ
て
み
な
く
て
は
分
か
り
ま
せ

ん
。
川
面
か
ら
眺
め
る
周
辺
の
美
し
さ
を
再
認
識
す

る
こ
と
請
け
合
い
で
す
。
リ
ー
ダ
ー
の
指
導
の
も
と
、

全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
パ
ド
ル
を
漕
ぎ
、
岩
の
間
や
急

流
を
下
っ
た
と
き
の
達
成
感
は
格
別
な
も
の
で
し
た
。

　

途
中
、
ボ
ー
ト
か
ら
川
に
滑
り
落
ち
ま
し
た
が
、
昔

の
川
遊
び
を
思
い
出
し
、
童
心
に
返
っ
た
半
日
で
し
た
。

　

今
年
は
、
日
野
町
制
施
行　

周
年
の
節
目
の
年
で
す
。

５０

記
念
行
事
が
次
々
計
画
さ
れ
、
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
内
容
の
あ
る
も
の
ば
か
り
で
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
参
加
い
た
だ
い
て
、
実
り
あ
る
一
年
に
し
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
６
月
９
日
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
   

日
野
町
長　

景　

山　

享　

弘

第３９回

『「大きなドングリ、大丈夫？」「このまま丸飲みさ。ごちそうさん」』
撮影●塩飽洋太郎さん（岡山県井原市）
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